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令和 8年 1月第69号

新年のあいさつ新年のあいさつ
地
域
と
共
に
歩
む

地
域
と
共
に
歩
む

��

一
年
の
始
ま
り

一
年
の
始
ま
り

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

��

会
長
　
松
井
　
正
博

会
長
　
松
井
　
正
博

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
お
元
気
で
穏
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
日
頃
よ
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
活
動
、
運
営
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ

ま
す
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

昨
年
も
基
本
理
念
に
沿
っ
て
健

康
、
友
愛
、
奉
仕
活
動
な
ど
様
々

な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
高

齢
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
の
担
い

手
不
足
を
は
じ
め
、
会
員
減
少

な
ど
を
理
由
に
ク
ラ
ブ
の
解
散

と
い
っ
た
大
き
な
課
題
を
抱
え

る
中
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
魅
力
あ
る
事
業
な

ど
、
組
織
強
化
に
向
け
様
々
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
福
岡
市
内
で
は
１
０
０

歳
を
超
え
る
方
が
１
，
０
０
０

人
以
上
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

毎
年
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方

が
５
０
０
人
を
超
え
る
長
寿
社

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
中
、

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
が

非
常
に
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く

り
や
、
支
え
あ
い
づ
く
り
、
さ

ら
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

推
進
へ
の
さ
ら
な
る
貢
献
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

基
本
は
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
や
地
域
か
ら
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
、
中
央
区
64

ク
ラ
ブ
、会
員
２
，１
０
０
人
が
、

力
を
合
わ
せ
こ
の
三
大
運
動
を

基
本
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
、

取
り
組
み
を
広
く
周
知
、
ま
た
継

続
、
活
性
化
さ
せ
、
会
員
増
強

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
健
康
長

寿
と
心
豊
か
な
社
会
、
地
域
の

発
展
の
た
め
、
よ
り
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り
と
、
事
業
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
、
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
み
な

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

体
に
十
分
注
意
さ
れ
、
元
気
に

明
る
く
、
楽
し
く
お
過
ご
し
い

た
だ
き
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
願
い
、
私
の
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

舞鶴公園⼆の丸庭園の梅舞鶴公園⼆の丸庭園の梅
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全国老人クラブ連合会「活動賞」（ボランティア）

福岡県知事優良老人クラブ表彰

福岡市老人クラブ連合表彰

◆優良老人クラブ表彰

◆老人クラブ育成功労者表彰

福岡市老人クラブ連合会「会員増強運動」表彰受賞クラブ

◆「地域活動賞」表彰

小 笹 校 区 第一小笹平和会 （会長　永冨　新二）

小 笹 校 区 第一小笹平和会 （会長　永冨　新二）

大 名 地 区 大 名 会 （会長　堀　由紀子）

草ヶ江校区
南当仁校区
笹 丘 校 区

警 固 校 区
当 仁 校 区
当 仁 校 区
当 仁 校 区
南当仁校区
草ヶ江校区
当 仁 校 区
笹 丘 校 区

草ヶ江校区
南当仁校区
笹 丘 校 区
笹 丘 校 区

第 七 草 寿 会
第 八 功 寿 会
梅光園友泉会

市 老 連 理 事
第 六 仁 寿 会
第 七 仁 寿 会
第 九 仁 寿 会
第 三 功 寿 会
草ヶ江校区女性部長
当仁校区女性部長
笹丘校区女性部長

第 四 草 寿 会
第 六 功 寿 会
明 鏡 会
笹丘１丁目れいろう会

（会長　原田モト子）
（会長　佐藤　　光）
（会長　白幡　　擴）

柴田　　宏
江島　孝子
後藤　一好
本徳　輝義
栗山　信之
小野満智子
松本　光子
大野　節子

（会長　櫻井　敬子）
（会長　川島　節子）
（会長　長岡　洋皓）
（会長　大野　節子）

令和 7 年度 表彰者等一覧令和 7 年度 表彰者等一覧 敬称略

「
全
国
老
ク
連
活
動
賞
」受
賞
に
際
し
て

小
笹
校
区
　
第
一
小
笹
平
和
会

　
　
　    

会
長
　
永
冨
　
新
二

　
こ
の
度
永
年
に
わ
た
る
公

園
清
掃
活
動
に
対
し
て
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の

活
動
は
昭
和
52
年
３
月
31
日

に
「
小
笹
南
公
園
愛
護
会
結

成
届
」
が
福
岡
市
に
提
出
さ

れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
原
則
と
し
て
毎
月

20
日
の
午
前
７
時
30
分
か
ら

約
１
時
間
ほ
ど
、
20
名
前
後

で
会
員
の
健
康
増
進・親
睦・

融
和
を
兼
ね
て
、
和
気
藹
々

と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
小
笹
南
公
園
は
小
・
中
学

生
、
高
齢
者
、
親
子
連
れ
等

の
遊
び
の
場
・
憩
い
の
場
と

し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、公
園
の
清
掃・

美
化
に
よ
り
、公
園
横
の「
小

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
活
動
賞
」（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

笹
二
丁
目
」バ
ス
停
の
通
勤・

通
学
・
買
い
物
等
数
多
く
の

利
用
者
が
、
樹
木
や
花
々
が

織
り
な
す
四
季
折
々
の
景
観

を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

　
公
園
清
掃
は
昭
和
59

年
に
神
奈
川
県
、
横
浜

市
、
川
崎
市
老
ク
連

が
「
敬
老
の
日
」（
当

時
は
９
月
15
日
）
に
感

謝
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、「
９
月
20
日
」
を

一
斉
奉
仕
活
動
の
日
と

定
め
、老
人
ク
ラ
ブ「
社

会
奉
仕
の
日
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
活
動
は
全
国
に
広
が

り
、
昭
和
61
年
に
は
全
国
で

一
斉
に
実
施
す
る
こ
と
で
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
力
を
示
そ
う

と
、
全
国
運
動
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
機
に
健

康
・
奉
仕
・
友
愛
諸
活
動
の

さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

受
賞
ク
ラ
ブ
の
活
動
紹
介

老人クラブ連合会表彰の紹介
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が
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

来
年
度
も
６
月
５
日
（
金
）

に
開
催
予
定
で
す
。
お
気
軽
に

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
新
た
に
単
位

ク
ラ
ブ
会
長
に
就
任
さ
れ
た
７

人
と
、
校
区
女
性
部
長
１
人
に

加
え
、今
後
、老
人
ク
ラ
ブ
を
担っ

て
い
く
参
加
希
望
会
員
２
人
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
５
月
30
日

新
任
会
長
・
女
性
部
長
が
参
加
し

新
任
会
長
・
女
性
部
長
が
参
加
し

��

運
営
や
活
動
方
針
を
学
ぶ
研
修
会

運
営
や
活
動
方
針
を
学
ぶ
研
修
会

（
金
）
に
、
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
新
任
会
長
・
女
性
部
長

研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
講

話
と
し
て
松
井
会
長
か
ら
、
主

要
事
業
の
説
明
と
と
も
に「
役

６
月
６
日
（
金
）
に
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ
に
て
、
中
央
区
高
齢

者
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

囲
碁
に
は
、
級
位
戦
か
ら

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
５
段
以
上
）

戦
ま
で
の
４
部
門
に
23
人
、
将

棋
は
有
級
と
有
段
戦
に
８
人

が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ

る
と
、
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
少

し
ず
つ
参
加
者
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
ま
た
囲
碁
の
部
に
女
性

が
お
二
人
ご
参
加
い
た
だ
き
、

◆
中
央
区
新
任
会
長
・
女
性
部
長
研
修

◆
中
央
区
高
齢
者
囲
碁･

将
棋
大
会

員
の
負
担
増
と
いっ
た
課
題
が

あ
る
が
、
楽
し
く
生
き
る
た
め

の
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
、と
も
に

楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ
う
。
会

員
増
強
が
会
長
の
使
命
と
なっ

て
い
る
が
、
バ
ス
ハ
イ
ク
を
活
用

す
る
な
ど
し
て
、
仲
間
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
ま
た

小
野
女
性
部
会
部
会
長
か
ら
は

「
み
な
さ
ん
で
、
楽
し
く
健
康
で

和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
旨

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て「
市
老
連
リ
ー
ダ
ー

必
携
」
に
沿って
老
人
ク
ラ
ブ
の

事
業
や
事
務
等
につい
て
説
明
、

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、

校
区
で
の
福
祉
バ
ス
活
用
事
例
、

市
補
助
金
の
活
用
の
仕
方
（
用

途
等
）
な
ど
に
関
わ
る
発
言
が

あ
り
、
予
定
時
間
を
超
え
る
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

経験問わず楽しめる競技交流で、経験問わず楽しめる競技交流で、
� 仲間づくりの輪広がる� 仲間づくりの輪広がる

な
ご
ん
だ
雰
囲
気
で
競
技
も
進

み
交
流
が
深
ま
っ
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ま
た
、
最
高
年
齢
者
賞
は

笹
丘
校
区
の
榊
留
夫
さ
ん
で
し

た
。各

部
門
の
上
位
優
勝
者
等

に
つ
い
て
は
、
７
月
25
日
（
金
）

開
催
の
福
岡
市
高
齢
者
囲
碁
・

将
棋
会
へ
出
場
し
、
囲
碁
の
部

の
三・四
段
戦
で
西
村
範
幸
さ

ん
（
小
笹
）
が
第
３
位
、
級
位

戦
で
山
本
み
や
子
さ
ん（
当
仁
）

級位の部
優　勝 岩倉　仁之 春　吉
準優勝 工藤　卓彦 笹　丘
第３位 御厨　　修 笹　丘

有段の部
優　勝 川嶋　克也 小　笹
準優勝 山口　保則 小　笹
第３位 榊　　留夫 笹　丘

【将棋の部】

大 会 結 果（敬称略）

【囲碁の部】

初段・二段戦
優　勝 坂井　和夫 当　仁
準優勝 山口　邦博 平　尾
第３位 木下　正和 福　浜

級位の部
優　勝 山本みや子 当　仁
準優勝 本山　茂樹 平　尾
第３位 田中猪一郎 笹　丘

三段・四段戦
優　勝 西村　範幸 小　笹
準優勝 高尾　章夫 平　尾
第３位 三原　文利 小　笹

チャンピオン戦
優　勝 宮島徳三郎 平　尾
準優勝 竹野　　登 南当仁
第３位 北田　　寛 平　尾
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９
月
11
日
（
木
）
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ

ふ
く
ふ
く
ホ
ー
ル
に
て
、
野
村
望
東
尼

研
究
家
の
谷
川
佳
枝
子
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
や
女
性
部
長
、

今
後
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
い
た
だ
け

る
方
な
ど
、
１
３
９
人
も
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
に

先
立
ち
原
口
旭
愛
さ
ん
か
ら
、
筑
前
琵

琶
「
野
村
望
東
尼
」
を
ご
披
露
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
は
「
郷
土
の
女
流
歌
人
野
村
望

東
尼
の
生
涯
」
を
テ
ー
マ
に
谷
川
さ
ん

か
ら
、
望
東
尼
の
和
歌
の
ご
紹

介
と
と
も
に
、
自
分
の
志
を

信
じ
国
事
に
奔
走
し
た
慈

愛
に
満
ち
た
望
東
尼
の
生

き
方
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
身
近
な

平
尾
山
荘
や
姫
島
で
の
生

活
な
ど
の
紹
介
も
あ
り
ま
し

た
。

筑
前
琵
琶
奏
者
、
講
師
と

も
和
服
で
の
登
壇
で
も
あ
り
、

初
め
か
ら
参
加
者
を
惹
き
つ

け
る
と
と
も
に
、
筑
前
琵
琶

の
音
色
や
、
歌
（
発
声
）
の

迫
力
に
、
参
加
者
全
員
が
魅

了
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
好
評

な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
和
歌
を
会
場
全
員
が
声

を
出
し
て
読
む
な
ど
時
間
を

感
じ
さ
せ
な
い
講
演
会
で
し

た
。参

加
者
か
ら
は
「
迫
力
あ

る
筑
前
琵
琶
の
演
奏
と
歌
・
声
（
語
り
）

に
び
っ
く
り
。
感
動
し
ま
し
た
」「
興
奮

と
感
動
、
熱
演
と
熱
弁
に
心
躍
る
時
間

で
し
た
」「
巧
み
な
バ
チ
さ
ば
き
と
朗
々

た
る
吟
じ
に
心
酔
し
た
。
地
元
に
望
東

尼
と
い
う
立
派
な
女
性
が
い
て
、
高
杉

晋
作
、
平
野
國
臣
と
の
接
点
な
ど
、
書

物
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
前
の
話

が
聞
け
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
」「
望
東
尼

の
生
き
ざ
ま
や
活
躍
と
と
も
に
、
和
歌

の
持
つ
力
を
知
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

も
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

来
年
度
も
魅
力
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
、

組
織
の
あ
り
方
や

各
種
事
業
の
企

画
、
運
営
に
あ

た
り
参
考
と
な

る
楽
し
い
講
演

会
等
を
企
画
し

ま
す
の
で
、
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
地
域
・
世
代
が

「
地
域
・
世
代
が

　
　

ひ
と
つ
に
な
っ
て
」

　
　

ひ
と
つ
に
な
っ
て
」

◆
社
会
奉
仕
の
日

春
吉
校
区
　
第
七
老
壮
会

　
　
　    

会
長
　
柿
木
　
昌
信

９
月
20
日
の
全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
を
中
心
に
、
中
央
区
老
ク

連
加
盟
の
64
ク
ラ
ブ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
美
化
活
動
や
環
境
に
や
さ
し
い
活

動
奉
仕
等
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
に
対
す
る
感
謝
と
地
域
の
担
い
手

と
し
て
の
活
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
春
吉
校
区
の
第
七
老
壮
会
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

6464
ク
ラ
ブ
が
地
域
美
化
活
動
を
実
施

ク
ラ
ブ
が
地
域
美
化
活
動
を
実
施

9
月
28
日
、
日
曜
日
。
第
七
老

壮
会
恒
例
の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
今
朝
は
弾
け
そ
う
に
元
気

な
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ

え
ま
す
。
私
た
ち
は
定
期
的
に
、

幼
児
公
園
で
も
あ
る
清
川
中
公
園

(

５
９
６
㎡)

を
中
心
に
美
化
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
は
清

川
2
丁
目
子
ど
も
育
成
会
の
ご
み

回
収
と
重
な
っ
た
た
め
、
い
つ
も
よ

り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ

ん
集
ま
り
、
花
壇
の
除
草
な
ど
を

手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

美
化
活
動
や
環
境
に
や
さ
し
い

活
動
で
少
し
自
慢
で
き
る
の
は
、

世
代
を
超
え
て
ま
と
ま
っ
て
い
る

こ
と
。
町
内
会
・
子
ど
も
育
成
会
、

環
境
ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

委
員
会
、
そ
し
て
春
吉
老
壮
会
。

さ
ら
に
一
人
一
花
活
動
と
し
て
公
園

や
歩
道
の
ポ
ッ
ト
に
花
を
植
え
育

む
「
は
る
よ
し
花
さ
あ
く
る
」
の

メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
地
域
・
世

代
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

福
岡
市
は
、
企
業
の
社
会
や
市・

地
域
へ
の
貢
献
活
動
を
評
価
し
、

当
該
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
及
び

本
市
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
と
し
て
私
た
ち
の
一

斉
清
掃
活
動
を
挙
げ
て
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
清
川
中
公
園
に
隣

接
す
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
社
員
の
方
々
は
毎
朝
の
よ
う
に

公
園
清
掃
を
し
て
下
さ
り
、
活
動

に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
な
基
盤
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

ビ
ル
と
マ
ン
シ
ョ
ン
に
囲
ま
れ

た
小
さ
な
公
園
に
明
る
い
笑
い
声

が
響
い
た
初
秋
の
朝
で
し
た
。

◆中央区リーダー研修会

迫力の筑前琵琶と朗々たる迫力の筑前琵琶と朗々たる
和歌で学ぶ望東尼の生涯和歌で学ぶ望東尼の生涯

筑前琵琶  原口旭愛さん筑前琵琶  原口旭愛さん

講師  谷川佳枝子さん講師  谷川佳枝子さん
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発
酵
食
品
で
元
気
に
！

発
酵
食
品
で
元
気
に
！

秋
空
の
下
で
熱
戦
と
交
流
の
一
日

秋
空
の
下
で
熱
戦
と
交
流
の
一
日

９
月
２５
日（
木
）
市
民
福
祉

プ
ラ
ザ
の
調
理
実
習
室
で
、
小

澤
早
苗
管
理
栄
養
士
を
講
師
に

迎
え
、
女
性
部
主
催
の
健
康
料

理
教
室
を
開
催
し
、
各
校
区
か

ら
３２
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は「
免
疫

力
を
高
め
る
」。
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エン
ザ
等
の
予
防
と
し
て
、
睡

眠
、
バ
ラ
ンス
の
良
い
食
事
、
適

度
な
運
動
な
ど
と
と
も
に
、
免

10
月
７
日
（
火
）
舞
鶴

公
園
平
和
台
陸
上
競
技
場
に

て
、
中
央
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
簀
子
地
区
代

表
に
よ
る
選
手
宣
誓
と
中

央
区
長
の
始
球
式
に
続
き
、

１
３
９
人
の
参
加
者
が
16
組

に
分
か
れ
、
秋
晴
れ
の
も
と

笑
顔
で
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。
今
回
の
最
高
年
齢
者

は
94
歳
、
90
歳
以
上
の
参
加

者
が
９
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

入
賞
者
は
表
の
と
お
り

で
す
。

◆
中
央
区
健
康
料
理
教
室

◆
中
央
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

疫
力
を
高
め
る
食
べ
物
で
あ
る

発
酵
食
品
や
、
き
の
こ
や
海
藻

類
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ・
Ｃ・
Ｅ
、
タ

ン
パ
ク
質
を
摂
る
こ
と
の
大
切

さ
な
ど
の
講
話
に
続
き
、
調
理

実
習
と
し
て
、ご
ぼ
う
と
牛
肉

の
混
ぜ
ご
飯
、
焼
豆
腐
の
き
の
こ

あ
ん
か
け
、
南
瓜
の
ヨ
ー
グ
ル

ト
サ
ラ
ダ
をつ
く
り
、調
理
後
は
、

参
加
者
全
員
が
語
り
合
い
な
が

ら
の
試
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

免
疫
力
を
高
め
る
食
べ
物

で
風
邪
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
各
校
区
で
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
開
催

　中央区老人クラブ連合会では、令和８年１月１４日　中央区老人クラブ連合会では、令和８年１月１４日
（水）から１8日（日）まで、福岡市美術館ギャラリー（水）から１8日（日）まで、福岡市美術館ギャラリー
Ｅにおいて、高齢者作品展を開催します。高齢者のＥにおいて、高齢者作品展を開催します。高齢者の
生きがいづくりを促進するとともに、高齢者福祉につ生きがいづくりを促進するとともに、高齢者福祉につ
いて市民の理解を深めることを目的に毎年開催し、いて市民の理解を深めることを目的に毎年開催し、
約５０点の作品を展示します。ぜひご来場ください。約５０点の作品を展示します。ぜひご来場ください。

中央区高齢者作品展開催のご案内中央区高齢者作品展開催のご案内

に
際
し
ま
し
て
は
、
今
回
も
中

央
区
食
進
会
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

趣味は旅行バスや汽車で奥さ
んと旅行に行くことです。

最近は熊本県の阿蘇山にいき
ました。美味しい食べ物や景色
など昔のことを思い出しながら、
自然をみることがとても心安ら
ぐ時間となっております。

奥さんと二人でお茶を飲みな
がら、次どこに行くか考えるこ
とも楽しみの一つです。

金
山
富
佐
重
さ
ん

（
平
尾
校
区
）

93歳
女性

94歳
男性

最高齢者賞

順　位 氏　名 校　区
優　勝 有吉 　規敏 簀　子
準優勝 斉藤 　能得 草ヶ江
第 3 位 曽我部 忠利 赤　坂
第 4 位 小西 　和子 草ヶ江
第 5 位 松本 　　脩 赤　坂

【大会結果】 敬称略

　大会の上位２８人を１０月３０
日（木）開催の市老連大会出場選
手として推薦しました。

休
憩
時
間
も
練
習

休
憩
時
間
も
練
習
‼‼

区長始球式区長始球式

みんなで仲良くみんなで仲良く

選
手
宣
誓

高田ミネ子さん
（赤坂校区）
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第
七
草
寿
会
は
六
本
松
3

丁
目
全
域
で
、
昔
、
茶ち

ゃ
え
ん
だ
に

園
谷

と
言
わ
れ
、
動
植
物
園
か

ら
北
に
お
城
ま
で
延
び
た
丘

陵
地
帯
で
、
城
南
線
と
国
道

２
０
２
号
線
が
六
本
松
で
交

わ
る
三
角
形
の
山
あ
り
、
谷

あ
り
の
「
山
の
字
型
」
の
土
地

で
す
。

平
成
30
年
に
前
会
長
が
体

調
不
良
で
退
任
さ
れ
て
、
や

む
な
く
引
き
う
け
ま
し
た
が
、

清
掃
活
動
や
花
植
え
で
顔
は

見
知
っ
て
い
て
も
名
前
や
住
ま

い
は
知
ら
ず
の
状
態
。
引
き
つ

い
だ
当
初
は
名
簿
片
手
に
曲

が
り
く
ね
っ
た
坂
道
を
息
を

き
ら
せ
て
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

独
り
暮
ら
し
の
方
、
家
族

同
居
で
も
昼
間
は
一
人
な
ど
。

中
で
も
記
憶
に
残
る
な
つ
か

し
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

草ヶ江

一
筆
箋
で
つ
な
ぐ

　
　
　
会
員
と
の
会
話

草
ヶ
江
校
区
　
第
七
草
寿
会
　
会
長

　
　
　
　
　   

原
田
　
モ
ト
子

楽
し
い
こ
と
に
挑
戦

舞鶴
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

と
し
て
、「
運
動
教
室
」
と
「
卓

球
バ
レ
ー
大
会
」
を
実
施
、

参
加
者
は
30
名
ほ
ど
。

運
動
指
導
士
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
き
、
手
指
を
使
っ
た
脳

ト
レ
、
椅
子
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
音
楽
に

合
わ
せ
て
実
践
。「
ス
ロ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
」
は
、福
岡
県
発
祥
で
、

福
岡
大
学
で
考
案
さ
れ
た
運

動
で
す
！

ポ
イ
ン
ト
は
、
ニ
コ
ニ
コ

ペ
ー
ス
で
フ
ォ
ア
フ
ッ
ト
（
足

舞
鶴
地
区
　
松
寿
会
連
合
会
　
会
長

　
　
　
　
　   

髙
窪
　
恵
美
子

の
指
の
付
け
根
あ
た
り
）
で

着
地
、
歩
幅
は
せ
ま
く
、
背

筋
は
ま
っ
す
ぐ
、
腕
ふ
り
は
気

に
し
な
い
。
呼
吸
は
自
然
の

ま
ま
に
、ア
ゴ
は
少
し
上
げ
て
、

目
線
は
遠
く
に
、
楽
し
む
こ

と
が
大
切
で
す
。
楽
し
く
気

軽
に
走
り
ま
し
ょ
う
！

そ
の
あ
と
は
、卓
球
バ
レ
ー

大
会
に
挑
戦
。
卓
球
バ
レ
ー

は
、
日
本
発
祥
で
障
害
者
の

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
始
ま
り
、
今

は
国
内
外
で
普
及
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
卓
球
台
と
卓
球

ボ
ー
ル
を
使
い
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
ル
ー
ル
を
基
に
、
考
案

さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
チ
ー

ム
は
6
人
で
構
成
さ
れ
、
椅

子
ま
た
は
車
椅
子

に
座
っ
て
プ
レ
ー

し
ま
す
。
道
具
は
、

卓
球
台
は
公
民

館
、専
用
の
ラ
ケ
ッ

ト
と
ボ
ー
ル
及
び

ネ
ッ
ト
を
体
育
振

興
会
、
舞
鶴
小
・

中
学
校
か
ら
得
点

板
を
お
借
り
し
ま

し
た
。

参
加
さ
れ
た

方
々
は
、
和
気
あ

い
あ
い
と
笑
顔
で
、

楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

す
。Ｓ

さ
ん
。
お
独
り
暮
ら
し

と
は
知
ら
ず
ピ
ン
ポ
ー
ン
鳴

ら
し
て
待
つ
こ
と
2
分
。
気

配
が
な
い
の
で
、
取
り
敢
え

ず
手
持
ち
の一筆
箋
に
要
件
を

走
り
書
き
し
て
郵
便
受
け
に

投
函
し
ま
し
た
。
帰
宅
す
る

と
留
守
電
が
入
っ
て
お
り
、「
ピ

ン
ポ
ー
ン
が
鳴
っ
た
け
ど
、
動

作
が
ゆ
る
く
て
玄
関
に
た
ど

り
つ
い
た
ら
も
う
誰
も
い
な
く

て
・
・
・
」
急
い
で
再
訪
。「
ピ

ン
ポ
ー
ン
が
鳴
っ
て
も
い
つ
も

間
に
合
わ
な
く
て
、
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
ば
か
り
よ
。
ご
め

ん
な
さ
い
ね
」

Ｔ
さ
ん
。
娘
さ
ん
と
マ
ン

シ
ョ
ン
二
人
暮
ら
し
の
ご
様
子

で
す
が
、
昼
間
は
お
独
り
さ

ま
。
地
域
や
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
で
お
会
い
す
る
た
び

に
、
ち
ょ
っ
と
気
難
し
そ
う
な

方
…
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が

一
筆
箋
が
ご
縁
で
電
話
が
か
か

り
、
お
訪
ね
す
る
と
マ
ン
シ
ョ

ン
の
ロ
ビ
ー
で
野
球
談
議
に
。

そ
の
後
も
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
６

階
か
ら
満
開
の
桜
が
見
え
る

か
ら
見
に
来
て
」な
ど
の
電
話
。

そ
の
後
施
設
に
入
居
さ
れ
ま

し
た
が
、
娘
さ
ん
か
ら
「
母
の

相
手
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り

が
と
う
。一
筆
箋
の
お
便
り
や

お
し
ゃ
べ
り
し
た
こ
と
。
い
つ

も
聞
い
て
い
ま
し
た
よ
」

一筆
箋
を
武
器
に
単
位
ク
ラ

ブ
会
長
職
に
つ
い
て
8
年
目
。

最
近
は
、
地
域
の
高
齢
化

が
進
む
と
同
時
に
マ
ン
シ
ョ
ン

化
で
住
民
の
顔
も
見
え
に
く

く
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
か
ら
多
く
の
事
を
学
ば
せ

て
頂
き
な
が
ら
、
ま
た
、
曲

が
り
く
ね
っ
た
坂
道
の
上
り
、

下
り
も
健
康
増
進
の
為
と
、

こ
の一筆
箋
を
後
任
会
長
に
渡

す
ま
で
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て

み
よ
う
か
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で

す
。
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警固
警
固
校
区
　
第
三
百
寿
会

藤
田
　
佳
久

人
生
１
０
０
年
時
代
に
思
う
こ
と

人
生
１
０
０
年
時
代
に
思
う
こ
と

小
笹

小笹校区　第五小笹平和会

吉田　利枝

退
職
を
機
に
日
記
を
つ
け

て
い
る
。

記
録
す
る
ほ
ど
の
出
来
事

も
無
い
凡
々
の
日
々
だ
け
ど
、

流
さ
れ
て
い
る
と
、
昨
日
の

こ
と
は
と
も
か
く
、
二
日
前
、

三
日
前
と
も
な
る
と
、
は
て
、

な
に
が
あ
っ
た
か
す
ら
思
い

出
せ
な
い
。

80
歳
に
な
っ
た
と
き
、
姪

か
ら
五
年
日
記
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。「
五
年
な
ん
て
、

と
て
も
無
理
」
と
思
っ
た
の

に
、
こ
れ
が
あ
っ
と
い
う
間

に
終
了
。
こ
の
五
年
日
記
意

外
と
面
白
く
た
の
し
い
。

1
ペ
ー
ジ
が
5
年
分
だ
か

ら
、
一
日
わ
ず
か
数
行
、
し

か
も
こ
の
ペ
ー
ジ
に
、
一
年

前
、
三
年
前
の
記
録
が
あ
り
、

思
い
出
し
て
月
日
を
感
じ
る
、

ま
た
事
件
が
あ
れ
ば
、
ア
リ

バ
イ
に
も
、
と
悦
に
入
っ
て

い
る
。

86
歳
、
今
度
は
自
分
で
日

記
帳
を
買
い
に
書
店
へ
。コ
ー

定
年
退
職
後
、
早
い
も
の

で
三
十
余
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
今
年
3
月
で
92
歳
と
な

り
ま
す
。
現
在
の
日
本
に
は

１
０
０
歳
以
上
の
人
が
全
国

で
約
10
万
人
近
く
存
命
中
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
も
そ
の

仲
間
入
り
を
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、
足
腰
は

ま
だ
大
丈
夫
の
よ
う
で
す
。

若
い
こ
ろ
か
ら
ゴ
ル
フ
で
野

山
を
歩
き
回
っ
て
い
た
お
か

げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
20

代
後
半
か
ら
定
年
後
ま
で
、

福
岡
県
・
広
島
県
・
静
岡
県

と
ゴ
ル
フ
を
趣
味
と
し
て
足

腰
を
鍛
え
て
い
た
の
が
功
を

奏
し
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。最

近
は
歌
を
歌
う
こ
と
が

趣
味
と
な
り
、
毎
週
月
曜
日

の
歌
番
組
を
み
て
夫
婦
で
口

ず
さ
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
先
週
テ
レ
ビ
で
「
母
さ

ん
の
歌
」
が
放
送
さ
れ
、「
母

さ
ん
が
夜
な
べ
を
し
て
手
袋

編
ん
で
く
れ
た
…
…
」
と

在
職
時
代
に
友
が
よ
く
歌
っ

ナ
ー
に
は
、
五
年
日
記
、
三

年
、
一
年
物
が
並
ん
で
い
る
。

さ
て
と
考
え
た
。
今
か
ら
数

え
て
五
年
は
永
い
、か
と
い
っ

て
一
年
で
は
少
々
悲
し
い
、

考
え
考
え
悩
み
ぬ
い
た
末
、

中
の
三
年
日
記
に
「
こ
の
程

度
か
ナ
？
」
と
こ
の
悩
ん
だ

末
の
三
年
日
記
が
あ
と
一
年

少
々
で
終
わ
る
。
何
事
も
な

く
こ
れ
で
今
年
の
暮
れ
に
は
、

ま
た
新
し
い
日
記
帳
を
求
め

に
行
き
、
悩
む
か
と
思
っ
た

が
、
い
や
考
え
を
変
え
た
。

何
も
ピ
ッ
タ
リ
で
終
わ
る
必

要
は
な
い
は
ず
。
白
紙
残
っ

た
日
記
帳
な
ん
て
、
余
情
あ

り
。
文
章
途
中
で
止
ま
り「
絶

筆
」
な
ん
て
、
一
寸
文
豪
先

生
気
分
と
想
像
す
る
と
笑
っ

て
し
ま
う
。

そ
う
だ
、
先
の
こ
と
な
ど

考
え
ず
、
ま
た
厚
い
日
記
帳

を
買
い
に
行
こ
う
。
内
容
の

薄
さ
は
目
を
つ
ぶ
り
、
そ
の

日
生
き
た
幸
せ
の
あ
か
し
と
。

て
い
た
の
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
私
も
大
き
な
声
で
歌
い

ま
し
た
。

現
在
の
私
は
人
生
の
最
終

章
を
生
き
て
い
ま
す
。
毎
日

が
幸
せ
探
し
で
す
。
人
と
別

れ
る
悲
し
さ
や
、
寂
し
さ
は

で
き
る
限
り
置
き
去
り
に
し

て
、
あ
ま
り
深
く
考
え
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私
の
未
来
は
漠
然
と
し
て
い

て
、
自
由
で
、
空
を
飛
ぶ
よ

う
な
楽
し
さ
が
も
う
す
ぐ
体

感
で
き
る
よ
う
な
感
覚
で

す
。
社
会
や
人
生
の
束

縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
幸
せ

を
感
じ
ま
す
。
１
０
０

歳
ま
で
は
ま
だ
時
間
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
心
の

余
裕
は
私
の
人
生
を
楽

し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

最
近
、
友
か
ら
し
き

り
に
飲
み
会
の
誘
い
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
友

と
語
り
合
う
こ
と
は
と

て
も
楽
し
い
こ
と
で

す
。
話
の
中
心
は
お
互

い
の
健
康
問
題
と
最
近

の
異
常
気
象
に
よ
る
灼
熱
地

獄
で
す
。
9
月
に
入
っ
て
か

ら
も
続
く
暑
さ
は
ま
さ
に
異

常
で
す
。
つ
い
に
は
太
陽
系

に
異
常
が
発
生
し
て
、
地
球

の
運
命
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
人
生
残
り

の
数
年
間
は
、
精
一
杯
生
き

て
悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

「日記帳」「日記帳」

随  想随  想
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当仁
当
仁
校
区
　
第
三
仁
寿
会
　
会
長

望
月
　
康
男

「
い
つ
で
も
夢
を
」

「
い
つ
で
も
夢
を
」

小
笹

小笹校区　第一小笹平和会

三原　文利（三原　洞南）

♪
♪
♪
星
よ
り
ひ
そ
か

に
、
雨
よ
り
や
さ
し
く
、
あ

の
娘
は
い
つ
も　

歌
っ
て

る
・
・
・
・
・
・
♪
♪
♪

こ
の
歌
は
１
９
６
２
年

（
昭
和
37
年
・
今
か
ら
63
年

前
）
に
当
時
の
歌
謡
界
の
御

三
家
（
橋
幸
夫
、舟
木
一
夫
、

西
郷
輝
彦
）
の
一
人
、
橋
幸

夫
さ
ん
（
当
時
19
歳
）
と
可

憐
な
女
優
、
吉
永
小
百
合
さ

ん（
当
時
17
歳
）が
デ
ュ
エ
ッ

私
が
入
社
し
た
新
聞
社
に

は
い
ろ
ん
な
職
種
が
あ
り
、

趣
味
を
楽
し
む
サ
ー
ク
ル
も

多
く
私
も
囲
碁
や
ゴ
ル
フ
な

ど
仕
事
の
息
抜
き
程
度
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

退
職
後
、「
川
柳
を
一
緒

に
や
ろ
う
」
と
の
友
人
か
ら

の
声
。
川
柳
の
知
識
も
乏
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
先
輩
や

社
外
の
女
性
か
ら
の
温
か
い

助
言
や
ご
指
導
に
よ
り
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
興

味
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
川
柳
は
人
間
の
心

を
詠
む
も
の
で
す
」
に
強
く

胸
を
打
た
れ
、
続
け
る
決
意

を
固
め
ま
し
た
。
と
は
い
え

ト
で
歌
い
、
レ
コ
ー
ド
大
賞

に
輝
い
た
曲
で
す
。
日
本
が

戦
後
か
ら
立
ち
直
り
高
度
経

済
成
長
に
向
か
い
、
各
家
庭

に
三
大
神
器（
電
気
洗
濯
機
、

電
気
冷
蔵
庫
、白
黒
テ
レ
ビ
）

が
入
り
始
め
た
頃
で
、
こ
の

歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
将
来

の
夢
を
語
り
あ
っ
た
時
代
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
幼
少

期
の
夢
（
女
の
子
は
お
花
屋

さ
ん
、
男
の
子
は
プ
ロ
野
球

月
例
会
や
各
種
大
会
で
の
不

甲
斐
な
さ
に
、
自
分
の
勉
強

不
足
と
川
柳
の
奥
深
さ
を
痛

感
す
る
こ
と
に
ー
。

一
方
で
”人
生“
に
つ
い

て
も
っ
と
楽
し
む
こ
と
も
大

切
だ
と
考
え
、
格
調
高
い
句

も
大
切
だ
が
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
句
に
も
惹
か
れ
、
こ
れ
か

ら
も
川
柳
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
桜
の
下
で

一
献
交
わ
し
な
が
ら
、ま
た
、

旨
い
料
理
と
会
話
、
各
地
へ

の
吟
行
句
会
は
日
常
を
離
れ

楽
し
い
も
の
で
し
た
。
若
い

人
た
ち
に
も
川
柳
の
魅
力
や

楽
し
さ
を
伝
え
、
一
人
で
も

多
く
仲
間
が
増
え
る
こ
と
を

選
手
）、
思
春
期
に
は
好
き

な
子
に
恋
ご
こ
ろ
を
打
ち
明

け
た
い
悩
み
、
社
会
人
に
な

り
「
将
来
は
社
長
に
」
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
夢
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
夢
と
は
睡
眠
中

に
見
る
幻
覚
や
心
像
、
は
か

な
い
・
頼
り
が
た
い
も
の
の

た
と
え
や
空
想
的
な
願
望
、

心
の
迷
い
と
い
っ
た
比
喩
的

な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

（
広
辞
苑
「
夢
」
の
定
義
）。

す
で
に
夢
が
叶
え
ら
れ
た

人
、
今
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
の

人
、
残
念
な
が
ら
夢
破
れ
た

人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

私
の
好
き
な
句

人
間
が
好
き
で
流
れ
る
汗
が

好
き

不
器
用
な
指
だ
が
鶴
は
ま
だ

折
れ
る

太
陽
は
独
り
私
も
強
く
な
る

残
り
日
の
余
白
き
っ
ち
り
布

石
打
つ

道
楽
の
楽
し
さ
知
ら
ぬ
伝
書

鳩喝
采
の
真
ん
中
に
居
て
ふ
と

寒
い

一
匹
の
虫
に
な
り
き
り
草
に

寝
る

疲
れ
た
ら
玩
具
の
森
に
ひ
と

休
み橋

幸
夫
さ
ん
は
、
芸
能
界

入
り
を
反
対
し
て
い
た
お
父

さ
ん
を
説
得
し
て
歌
手
橋
幸

夫
デ
ビ
ュ
ー
へ
の
道
を
開
い

て
く
れ
た
、
お
母
さ
ん
の
認

知
症
を
長
年
介
護
し
、「
お

母
さ
ん
は
宇
宙
人
」
と
い
う

本
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
先
般
お
亡
く
な
り

に
な
り
、
こ
の
「
い
つ
で
も

夢
を
」
の
音
楽
が
流
れ
る
中

葬
送
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

昨
今
「
人
生
１
０
０
年
時

代
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
代
、
環
境
に
応
じ
た
夢

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
は
体
調
を
崩
し
て
い
る
が

川柳を楽しむ川柳を楽しむ

回
復
し
た
ら
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
に
旅
し
た
い
、
カ
ラ

オ
ケ
を
上
手
に
歌
い
た
い
、

新
し
い
こ
と
を
始
め
て
「
第

二
の
人
生
」
を
楽
し
ん
で
み

た
い
な
ど
、
す
で
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

頑
張
り
す
ぎ
な
い
「
小
さ

な
夢
」
を
目
標
に
、
明
る
く

元
気
な
人
生
を
楽
し
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

♪
♪
♪
言
っ
て
い
る
い
る

お
持
ち
な
さ
い
な　

い
つ

で
も
夢
を　

い
つ
で
も
夢

を
・
・
・
・
・
・
♪
♪
♪

夢
ば
か
り
追
う
か
ら
虹
が
直

ぐ
消
え
る

宿
題
を
残
し
た
ま
ま
の
駅
が

あ
る令

和
７
年
７
月
に
川
柳
句

集
「
一
会
の
旅
」
を
友
人
の

お
陰
で
上
梓
し
ま
し
た
。  

”人
生
は
一
期
一
会
の
旅
に

似
て“
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

先
輩
や
柳
友
に
恵
ま
れ
、
私

の
卒
寿
の
記
念
と
な
り
ま
し

た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

い
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
永
年
に
わ
た
り
私
を

支
え
て
く
れ
た
家
族
に
あ
り

が
と
う
。
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ひ
ざ
も
上
げ
３
Ｂ
体
操
は
じ
け
ま
す

あ
れ
そ
れ
で
通
知
る
事
に
笑
い
あ
り

輝
や
い
て
幸
せ
な
日
々
わ
れ
に
あ
り

�

春
吉
校
区　

第
七
老
壮
会　

田
中　

淑
子

人
口
減
議
員
の
数
も
減
ら
す
べ
し

�

当
仁
校
区　

第
三
仁
寿
会　

岡
田　

彪

瑞
穂
の
國
語
源
な
つ
か
し
米
不
足

敗
戦
の
世
相
令
和
の
米
騒
動

笹
丘
校
区　

友
泉
会　

榊　

貞
子

涼
や
か
に
ヒ
グ
ラ
シ
の
声
秋
深
し

炎
天
も
涼
風
浴
び
て
秋
近
し

大
名
地
区　

大
名
会　

三
原　

哲
彦

猫
の
ご
と
腹
ば
い
て
聴
く
蝉
時
雨

第
一
松
寿
会　

木
山　

綾
子

春
き
り
や
迎
え
の
孫
の
車
待
つ

な
つ
か
し
き
竹
林
の
香
の
墓
参
り

風
送
る
う
ち
わ
の
先
に
子
の
寝
顔

老
い
つ
ど
う
ラ
ジ
オ
体
操
朝
桜

春
吉
校
区　

第
八
老
荘
会　

平
尾　

静
子

藤
棚
に
つ
ど
い
し
老と

も人
の
笑
い
顔

サ
ク
ラ
散
る
お
ほ
り
の
水
面
花
イ
カ
ダ

紅
梅
を
背
に
老と
も
ど
ち

友
達
の
笑
顔
か
な

点
滴
の
捨お

ち
た
る
気
配
ひ
と
し
ず
く
「
病
床
に
て
」

十
五
夜
や
昔
恋
な
ど
あ
り
た
り
き

大
名
地
区　

大
名
会　

吉
岡　

剛

四
十
歳
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
元
気
者

　
　

日
本
の
国
技
に
喝
入
れ
る
人

我
が
命
卒
寿
を
目
指
し
て
い
け
る
か
な

　
　

だ
っ
て
ま
だ
ま
だ
上
に
は
上
が

我
が
国
の
力
士
を
倒
す
若
武
者
が

　
　

青
と
黄
色
の
国
旗
な
び
か
せ

当
仁
校
区　

第
三
仁
寿
会　

高
橋　

績

駅
伝
の
小
さ
な
ド
ラ
マ
春
隣

七
種くさ
や
土
の
に
ほ
ひ
の
と
ん
と
ん
と
ん

方
丈
記
音
読
二
回
お
で
ん
炊
く

当
仁
校
区　

第
二
仁
寿
会 

荒
牧　

桃
子

足
止
め
て
花
屋
の
春
を
楽
し
め
り

夫
と
我
重
ね
て
見
れ
ば
桐
一
葉

想
ひ
出
の
小
箱
を
開
け
し
寒
の
入

当
仁
校
区　

第
二
仁
寿
会　

瀬
戸　

初
美

敬
老
の
日
の
学
童
の
幼
き
字

秋
麗
や
琵
琶
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
望
東
尼

当
仁
校
区　

第
六
仁
寿
会　

松
永　

砂
知
子

日
傘
さ
し
姉
妹
語
ら
ふ
散
歩
道

水
溜
り
埋
め
尽
く
し
ゆ
く
花
吹
雪

潮
干
狩
漁
船
の
白
き
波
し
ぶ
き

無
人
駅
吾
を
迎
へ
し
夏
の
蝶

福
浜
校
区　

第
一
福
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ　

佐
々
木　

喜
久
江

光
る
所
幼
い
女
の
子

　
　

お
ど
ろ
き
喜
び
慈
し
育
む

月
見
上
げ
涙
に
く
れ
る
か
ぐ
や
姫

　
　

そ
れ
を
案
じ
る
翁
と
媼

満
月
の
輝
く
光
り
に
ふ
と
思
ふ

　
　

か
ぐ
や
姫
へ
の
道
み
ち
し
る
べ導
か
な

言
葉
に
は
北
か
ら
南
違
え
ど
も

　
　

微
笑
ま
し
く
て
心
い
や
さ
れ

福
浜
校
区　

第
三
福
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ　

栁　

佐
恵
子

Ａ
Ｉ
も
メ
カ
に
も
弱
い
わ
た
く
し
は

　
　

時
代
遅
れ
の
昭
和
の
育
ち

軽
る
や
か
に
キ
ー
ボ
ー
ド
に
踊
る
孫
の
指

　
　

昭
和
の
祖
母
の
リ
ス
ペ
ク
ト
の
瞳め

笹
丘
校
区　

友
泉
会　

榊　

貞
子

関
税
は
ト
ラ
ン
プ
バ
ナ
ナ
た
た
き
売
り

解
散
も
変
わ
ら
ぬ
世
界
新
総
理

�

大
名
地
区　

大
名
会　

三
原　

哲
彦

株
の
値
に
一
喜
一
憂
す
る
輩

第
三
次
世
界
大
戦
大
惨
事

�

当
仁
校
区　

第
三
仁
寿
会　

高
橋　

績

不
揃
い
の
大だ
い
こ根
が
エ
ゴ
を
主
張
す
る

リ
ハ
ビ
リ
の
亀
の
歩
み
を
誉
め
ら
る
る

�

第
一
松
寿
会　

木
山　

綾
子

〒 810-8622 中央区大名２-5-31
中央区老人クラブ連合会

TEL 092-718-1140　FAX 092-771-4955

『中央区老ク連だより』『中央区老ク連だより』
文芸作品募集文芸作品募集

短 歌 俳 句 川 柳 ただいま「短歌・俳句・川柳」の作品ただいま「短歌・俳句・川柳」の作品を募集しています。を募集しています。
皆さんの感性を生かした作品をお待ちしています。皆さんの感性を生かした作品をお待ちしています。

必ず校区名・地区名、クラブ名、必ず校区名・地区名、クラブ名、氏名、氏名、
年齢、連絡先を明記ください。年齢、連絡先を明記ください。

応募方法応募方法
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1.新規立ち上げ費用助成（上限額：校区単位100,000円、町内単位25,000円（複数町実施加算15,000円）

2.運営体制強化費用助成（上限額：校区単位60,000円、町内単位15,000円）

【支援の内容】
対象となる団体：下記の基準を全て満たす生活支援ボランティアグループ
◦概ね自治会・町内会単位以上を活動範囲とする団体
◦活動区域内の施設や個人宅等に特定の活動拠点がある団体
◦依頼者がボランティアへ相談・連絡ができる体制がとられている団体
　（活動拠点にボランティアを配置する、常時対応できる電話番号がある など）
◦校区社協と連携した活動ができる団体
◦助成金交付に必要な書類（収支に関する書類等）を提出できる団体

【支援の方法】
　団体からの申請に基づき、福岡市社会福祉協議会が助成を行います。
　事業の実施にあたっては、中央区社協事務所の校区担当のCSW（地域福祉ソーシャルワーカー）を
中心として、対象となる団体への事業の周知や、手続きの支援、新規団体の立ち上げの働きかけを進め
ていきます。詳細は、中央区社協事務所の校区担当CSWにお問い合わせください。

　立ち上げから１年未満の団体に対して、新規立ち上げにかかる費用（諸謝金（研修講師への謝金）、印刷消
耗品費、備品購入費）の一部を助成します。

　運営体制の強化に必要な費用（諸謝金（研修講師への謝金）、印刷消耗品費、備品購入費、通信費）の一部
を助成し、現在活動中の団体が、運営体制の見直し・強化を進め、継続的な活動ができるよう支援します。
　初回交付決定の年度から起算して最長３年まで助成を受けることができます。（金額は毎年逓減されます。）

「ご近所お助け隊支援事業」助成金を活用しませんか 
　ごみ出しや電球交換、草取りや買い物支援など、日常のちょっとした困りごとを解決す
るために、地域で結成された「生活支援ボランティアグループ」に対し、立ち上げ費用や
運営費用を助成します。

中央区社協事務所（電話：092-737-6280）お問い合わせ先

「
お
助
け
隊
発
足
の
歩
み
」

「
お
助
け
隊
発
足
の
歩
み
」

当
仁
校
区
　
お
助
け
隊
隊
長

　
　
　    

高
橋
　
績

高
齢
化
率
が
3
割
を
超
え
よ
う

と
し
て
い
る
昨
今
、
世
の
中
、
年
寄

り
ば
か
り
に
な
り
よ
う
バ
イ
。
福

岡
市
内
百
歳
以
上
が
一
千
人
に

な
っ
た
げ
な
（
30
年
前
の
16
倍
）。

老
々
介
護
も
当
た
り
前
、
大
変
な

時
代
に
な
っ
た
。
元
気
な
人
ば
か
り

じ
ゃ
な
い
し
ね
、
頭
は
ボ
ケ
と
ら
ん

で
も
、
腰
が
痛
い
だ
の
、
膝
が
曲
が

ら
ん
、
腕
が
上
が
ら
ん
っ
て
人
は
多

か
ろ
う
。
何
か
出
来
る
事
は
な
か
ろ

う
か
？
そ
の
時
、
社
協
か
ら
の
情
報

で
「
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

こ
と
を
知
り
、つ
く
り
た
く
な
っ
た
。

思
い
立
っ
た
が
吉
日
で
、
遊
び
仲
間

に
声
か
け
た
っ
た
い
。
そ
し
た
ら
さ
、

一人
二
人
と
反
応
を
示
し
て
く
れ
て
、

15
人
集
ま
っ
た
。
う
れ
し
い
ね
え
。

早
速
、
設
立
の
手
続
き
に
入
ら
な

い
か
ん
。
え
ー
と
、
規
約
つ
く
っ
て
、

補
助
金
申
請
、
チ
ラ
シ
作
成
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
携
帯
電
話
購

入
、
そ
の
他
必
要
備
品
購
入
っ
て
結

構
や
る
こ
と
あ
る
や
ん
。
あ
っ
、
保

険
に
も
入
ら
な
い
か
ん
。
で
、「
当

仁
校
区
お
助
け
隊
」
完
成
で
す
。

チ
ラ
シ
配
っ
た
さ
、
反
応
や
い
か

に
？ケ

ッ
コ
ー
掛
か
っ
て
く
る
や
ん
。

令
和
6
年
8
月
設
立
以
来
、
年
度

末
現
在
60
件
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
見
よ
る
人
は
見
よ
う
っ
ち
ゃ
ね

え
。
家
具
の
移
動
、
ベ
ラ
ン
ダ
の

整
理
、
ご
み
捨
て
、
買
い
物
代
行
、

部
屋
の
整
理
等
々
、
依
頼
案
件
は

様
々
。
な
か
に
は
、
庭
の
草
刈
り
や

樹
木
の
剪
定
も
あ
っ
た
な
あ
。（
夏

場
の
外
作
業
は
大
変
や
っ
た
。）

基
本
的
に
、
大
変
喜
ん
で
く
れ

て
、
や
っ
た
甲
斐
が
あ
る
ね
と
、
隊

員
同
士
で
労
い
あ
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
あ
、
や
っ
て
み
て
若
干
の
課
題

は
感
じ
な
が
ら
、
引
き
続
き
ち
ょっ

と
し
た
困
り
ご
と
に
対
応
す
る
、
街

の
お
助
け
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

鴻
臚
館
跡
の
復
元
整
備
と
福
岡
城
の
天
守
閣
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鴻
臚
館
跡
の
復
元
整
備
と
福
岡
城
の
天
守
閣

い
よ
い
よ
本
格
化
す
る

�
福
岡
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
整
備
計
画

赤
坂
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長

岡
部
　
武
信

赤坂

振
り
返
れ
ば
昭
和
62
年
、
平

和
台
球
場
の
外
野
席
改
修
工
事

中
に
鴻
臚
館
の
遺
構
の
一
部
が

良
好
な
状
態
で
発
掘
さ
れ
、
工

事
を
一
時
中
断
し
、
専
門
家

を
交
え
て
調
査
が
行
わ
れ
一
躍

注
目
を
集
め
ま
し
た
。
そ
れ
は

古
代
の
外
交
使
節
を
も
て
な
す

迎
賓
館
が
、
飛
鳥
奈
良
時
代
に

京
都
平
安
京
、
大
阪
難
波
、
九

州
筑
紫
に
存
在
し
た
と
歴
史
書

に
記
さ
れ
、
江
戸
時
代
以
降
鴻

臚
館
は
現
在
の
博
多
区
管
内
に

存
在
し
た
と
語
ら
れ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
大
正
末
期
に
九
州

大
学
医
学
部
の
中
山
教
授
が
万

葉
集
の
古
歌
を
ヒ
ン
ト
に
福
博

の
街
を
歩
き
調
査
さ
れ
、
福
岡

城
内
で
収
集
さ
れ
た
資
料
を
基

に
筑
紫
の
鴻
臚
館
の
福
岡
城
内

説
を
唱
え
ら
れ
ま
し
た
。
歴
史

専
門
家
や
世
論
に
認
め
ら
れ
ず

に
昭
和
62
年
迄
話
題
に
な
る
こ

と
も
な
く
改
修
工
事
で
日
の
目

を
見
た
わ
け
で
す
が
、
す
ぐ
に

埋
め
戻
さ
れ
平
成
９
年
平
和
台

球
場
が
閉
鎖
。

そ
の
後
、
以
前
の
調
査
を
基

に
本
格
的
な
大
規
模
調
査
が
行

わ
れ
、
球
場
南
側
現
在
の
鴻
臚

館
資
料
館
付
近
か
ら
出
土
し
た

遺
物
等
の
検
証
の
結
果
、
平
成

16
年
９
月
福
岡
城
内
の
遺
跡
を

鴻
臚
館
遺
跡
と
し
て
国
の
遺
跡

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
遺
跡
は
再
び
埋
め

戻
さ
れ
、
緑
の
広
場
と
し
て
市

民
の
憩
い
の
場
や
桜
祭
り
、
遠

足
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
夏
か
ら
一
時
閉
鎖

さ
れ
３
年
ほ
ど
か
け
て 

①
北

館
東
門
及
び
塀
の
復
元 

②
鴻

臚
館
遺
跡
展
示
館
の
改
装 

③

地
形
の
復
元 

④
体
験
・
活
用

施
設
の
設
置
等
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、
福
岡
城
天
守
閣
復
元

に
向
け
て
の
調
査
も
丁
寧
に
行

わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
我
々
が

長
年
夢
見
た
大
濠
公
園
を
含
め

た
福
岡
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構

想
が
大
き
く
動
き
出
す
年
に
な

り
そ
う
で
す
。

校区・地区の校区・地区の
文化・歴史紹介文化・歴史紹介

ご協賛いただきました皆様方へご協賛いただきました皆様方へ
　

こ
の
た
び
は
「
中
央
区
老
ク
連

だ
よ
り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し

て
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編集後記編集後記

先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

と
、
京
都
大
学
山
中
伸
弥
教
授
と
タ

モ
リ
と
で
「
認
知
症
」
の
対
談
を
行
っ

て
い
た
。「
認
知
症
」
は
脳
の
働
き
が

低
下
し
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

「
状
態
」
の
事
だ
そ
う
で
、
我
々
の
年
代

で
は
切
実
で
つ
い
つ
い
最
後
ま
で
見
て

し
ま
っ
た
。

認
知
症
の
約
７
割
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
と
い
わ
れ
、
20
年
間
に
わ
た
り

２
種
類
の
原
因
物
質
が
脳
に
蓄
積
し

た
結
果
、認
知
症
が
発
症
す
る
と
の
事
。

現
在
の
医
療
で
は
発
症
し
て
し
ま
っ
た

認
知
症
を
元
に
戻
す
こ
と
は
容
易
で
は

な
く
、
進
行
を
抑
え
る
事
が
主
な
治

療
法
の
よ
う
だ
。

番
組
の
後
半
で
は
認
知
症
に
関
係

す
る
主
な
危
険
因
子
を
あ
げ
て
い
た
。

18
〜
65
歳
で
は
難
聴
、
高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
う
つ
病
、
頭
部
外
傷
、

運
動
不
足
等
。
65
歳
以
上
で
は
社
会

的
孤
立
、
大
気
汚
染
、
視
力
障
害
。
若

年
で
難
聴
が
１
位
な
の
は
、
他
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
る
社

会
的
孤
立
と
の
事
。
こ
う
し
て
み
る
と

認
知
症
に
か
か
る
最
大
の
リ
ス
ク
は

「
社
会
的
孤
立
」
で
あ
る
よ
う
だ
。

現
代
社
会
で
は
何
か
と
「
社
会
的

孤
立
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
認

知
症
に
と
っ
て
も
よ
く
な
い
ら
し
い
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
す
我
々
の

活
動
は
、
ま
さ
に
今
の
時
代
に
マ
ッ
チ

し
た
活
動
で
、
社
会
か
ら
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。
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大濠相撲甚句会（簀子）大濠相撲甚句会（簀子）

ウクレレ くさがえ（草ヶ江）ウクレレ くさがえ（草ヶ江）

ラララ南当仁（南当仁）ラララ南当仁（南当仁）

準優勝準優勝

女声合唱団けやき（赤坂）女声合唱団けやき（赤坂）

第３位第３位

７月10日（木）に中央市民センターホールにて中央区高齢者演芸大会を開催し
ました。今年は12 校区14 団体と、舞鶴園からの特別出演２団体の16 団体１５１
人が出演、演芸・演奏をご披露いただきました。また、ご来賓として中央区長、保
健福祉センター所長、福祉・介護保険課長、中央区社協事務所長及び福岡100 プ
ラザ中央・舞鶴園園長にご臨席いただきました。出場団体は、いずれも優れた演技
力、構成力、チームワークで熱演、日頃の練習成果を発揮し、ご来場いただいた約
300 人の方 と々ともに、大きな拍手で声援を送り賞賛しました。今回、ご出演の方
は 96 歳を筆頭に、90 歳以上の方は７人もいらっしゃいました。

優勝、準優勝、第３位の団体は８月27日（水）市民ホールにて開催された福岡
市高齢者保健福祉大会においても演技を発表しました。来年度は中央市民センター
ホールが工事中ですが、会場を移して開催することで検討を進めています。引き続
き、皆さまのご参加をお待ちしています。

※優勝団体の投稿掲載「シンデレラに寄せて」（当仁校区）

16団体の熱演に16団体の熱演に声援と拍手の嵐！声援と拍手の嵐！
中央区高齢者演芸大会

優　勝優　勝

さそり座一家（当仁）さそり座一家（当仁）

順　位 校　区 演　目 団体名
優　勝 当　仁 ミュージコント「あー！シンデレラ」 さそり座一家
準優勝 南当仁 オカリナ「夏は来ぬ」「七つの子変奏曲」 ラララ南当仁
第 3 位 赤　坂 コーラス「わらい」「Stand Alone」 女声合唱団けやき

審査員
特別賞

春　吉 フラダンス「メリア」 フイイア・オ・カフラ
草ヶ江 ウクレレ「ヘッドライト・テールライト」「バリバリの浜辺で」 ウクレレ くさがえ
簀　子 相撲甚句「一本刀土俵入り・踊り」 大濠相撲甚句会

審査員特別賞審査員特別賞

フイイア・オ・カフラ（春吉）フイイア・オ・カフラ（春吉）

毎
年
、
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

毎
年
、
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
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